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直接語法と発語の忠実な再現

井　　上　　永　　幸＊

　　　　　　　　　　　Nagayuk1IN0UE

D1rect　Speech　and　Its　Fa1thfu1Reproduct1on　of　Utterance

1．はじめに

　直接話法は一般に特定の話者の発話を可能な限り忠実

に再現して伝達するための表現形式で，通例もとの発話

者の発話を再現する「直接引用部（directquote）」と，

その直接引用部が発話された際の発話者の状況を説明す

る「伝達部（reportingc1ause）」とからなる。1）伝達部は

「伝達動詞（report1ngv’erb）」と呼はれる動詞を含むこ

とが多い。2）

（1）“rmwa1tmgforAm，’’hesa1d

（1）では“I’m　wa1tmg　for　Am”が直接引用部，he　sa1dが

伝達部，sa1dが伝達動詞である。

　本稿では，直接話法の役割である特定の発話を忠実に

再現することとはそもそもどういうことかを確認した上

で，その役割を果たすために，直接引用部や伝達部にお

いてどの様な工夫が凝らされるかを具体的に検討してゆ

く。

　2　発話を忠実に再現する工夫

21直接話法の役割
　直接話法は，第三者の立場から特定の発話を伝達する

問接話法としばしば比較される。その際，直接話法から

間接話法へ，または間接話法から直接話法への書換えの

可能性が，直接話法の派生過程も絡んでしばしは問題と

なるが，これらの書換えが無条件に許されるものではな

いことは明らかである。3）Li（1986）は次のような例をあ

げ，（2）と（3）はsynonymousでも，（4）と（5）はs〕monymousで

はないとしている。

　（2）Jo㎞sa1d　that　this　theorem　was　fa1se

　（3）Jo㎞sa1d血at　this　theorem　was　not　true

　（4）John　said“This　theorem　is　fa1se．”
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　（5）Jo㎞sa1d‘‘Th1s　theorem1s　not　tme”

問接話法では伝達者がもとの発話の‘th1s砒eorem　was

fa1se’という「内容」さえ正確に伝達すればそれで伝達者

の役割は終わるため，（2）と（3）はsynonymousとなるが，直

接話法では伝達者がもとの話者の‘‘Thls　theorem　1s

fa1se”という発話そのものを忠実に再現することが必要

となるため，（4）と（5）はsynonymousではなくなるわけで

ある。4）以上のことから，直接話法においては、もとの発

話と直接引用部は一字一句同じでなければならないとい

うことが，直接話法が成立する際の最低限の条件として
挙げられる。亨）

22直接引用部
　直接話法が成立するために最も重要な要素となるの

が，直接引用部における語句の忠実な再現であることは

2．1で述べたとおりだが，よりいっそうの忠実な再現を試

みるためにさまざまな工夫が凝らされる。

　話し言葉では伝達者が元の発話者の声の質や抑揚，社

会的地位や地域的ななまり，発話時におけるしぐさや顔

の表膚などを直接引用部に反映させてもとの発話の再現

を試みることが多い。また，書かれた直接話法を口頭で

再現する場合も，こういった努カが行なわれるのが普通

　　　6）である。

　（6）　‘〃念α〃θθろ〃αゆθ〃szoら∫o　材　z＄”rep11ed　the

　　Ir1sh　g1r1，w1th　an　alr　of　d1sappomtment

　　Know1es（1987）

　（7）　John　sa1d，‘γ伽カ〃6”　　　L1（1986）

（6）では，直接引用部を再現しようとする場合，少なくと

もアイルランドなまり，失望を表すような語調といった

ことを考慮しなければ，正確な伝達にはならない。（7）で

は直接引用部を再現する声に疲労が表されるのが普通で
ある。7）
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　書き言葉では書記上の工夫が凝らされることが多い。

以下，具体例で検討してみる。

（8）Ra1smgourams，Harryand1］omedtogether

　　and　qomtmg1oud1y，“0WE，two，τ㎜EE　four，”

　　we　shamb1ed　across　the　f1oor　　　地αゐ〆も

　　助召s左［児0］（Dec．1982）

（8）では，伝達部に“comtmg1oud1y’’とあり，直接引用

部全体が普通キり大きな声で発せられたことがわかる

が，さらに直接引用部の中で，ONEとTHREEの活字を

大文字にすることによって，その部分がtwoとfourの部

分より声高であったことを表し，リズムをとりながらダ

ンスをしている状況をうまく再現している。

　（9）Nearthe　end　ofthe　V1etnam　conn1ct，agroup　of

　　Austra11an　a1r－transport　crews　made　short　stop－

　　overs　at　the　Don　Muang　Roya1Tha1A1r　Force

　　BaseatBangkok，Tha11and　ATha1cash1erat

　　tlhe　Amer1can　Forces　Base　Exchange　asked　one　of

　　血e　Auss1es　how　to　say“Thank　you”m　Aus－

　　tra11an　He　rep11ed‘‘It’s　the　syme”

　　　She　d1d　not　mderstand　and　asked　agam　Th1s

　　t1me　he　rep11ed　a11tt1e駆u伽y，‘③榊Ψ㈱”

　　　　　　　　　　　　　8）　　Later　she　proud1y　to1d　each　Austra11an　who

　　v1s1ted　thebase　exchange“syme，syme　and　come

　　agam”　　　児り　（Oct1985）

　（9）は，ベトナム戦争の終わり頃に，オーストラリア空

軍兵の一団がバンコクにあるタイ王立空軍基地に立ち

寄った際のエピソードである。米国空軍基地両替所のタ

イ人のレジ係が，オーストラリア人兵士にオーストラリ

ア英語では‘‘Thank　you’’のことを何と言うのかと尋ね

ると，その兵士は“It’s　the　syme”と答える。レジ係は

‘‘Syme”の部分が理解できなかったため，再び質問する

と，‘‘SymeSyme”とぶっきらぼうに答えられる。以後，

そのレジ係はその両替所を訪れるオーストラリア兵士に

は‘‘syme，syme　and　come　agam”とさも知ったらしく

言っている，といった内容である。この話を面白くして

いるのは，言うまでもなくこのレジ係がオーストラリア

英語では標準的な英語の／ei／という音が／ai／と発音され

ることを知らなかったということであるが，‘‘Syme”とい

う標準英語にはない表記を用いることによって，オース

トラリア人の話者の発話を忠実に再現し，伝達効果を上

げている。

　ω　‘‘What　kmd　of　f1ower1s　that1n　your　butto吐

　　ho1e？’’a　fe11ow　asked　h1s　fr1end

　　　“Why，that’s　a　chrysanthem㎜1，”answered　the

　　fr1end

　　　“It1ooks1ike　a　rose　to　me．”

　　　‘‘No，you’re　wong　It’s　a　chrysanthemum，’’

　　1ns1sted　the　fr1end

　　　‘‘Spel1it，”the　fe11ow　said．

　　　‘‘K一プーz一∫一，n01t’s　K一ゐ一グーツー，n01t　must　be

　　0一γ十8一．．。．By　go11y，you’re　righ亡Itゐ〔原文イ

　　タリック体〕a　rose’’　”）（Dec1982）

　同書の“Laughter，theBestMed1cme”からのものであ

る。ある男が，正装の友人が折り襟のボタン穴に挿して

いる花の種類を聞く。その友人はさも当り前そうに「キ

クだ」と答えるが，そほ男は自分にはバラに見えるとい

う。友人は「キク」だと言ってきかないが，その男に「綴

りを言って見ろ」と言われてはたと困ってしまう。何度

か綴りを言おうとするが，だめだとわかるとばつが悪そ

うに自分の非を認め，男の言うようにバラだと認めてし

まうのである。バラと菊は簡単に見分けがつくはずであ

るので，本当は菊であったが，バラのroSeに比べ極端に綴

りの難しいキクのch7santhem㎜を利用して，この男が

意地悪な質問を仕掛けたものと思われる。本文中では，

綴りを慎重に確認しながら言う様子が，“K†i－s一，’’‘‘K

＋r－y一，”‘‘C－r－i－s一’’のようにハイフンを使って表され，

どうもうまく言えず困って言い淀む様子が”．．．．”のように

ピリオドを使って表されている。相手の意地悪な質問に

屈して「あなたの言うとおり，確かにバラだわ」と答え

る場面では。“iS’’をイタリック体で示すことによって実

際の発話ではそこに強勢が置かれ，「バラ」であることを

強調していることを再現する働きをしている。

　（1D　Fma11y　one　day　at　the　end　of　the　c1ass　Profes－

　　　　　　　　　　9）“　　sor　Robmson　went　〃〃幽α刎幽α榊〃幽α〃〃幽α

　　〃螂α　”and　everybody　got　exc1ted－They　were

　　a11ta1k1ng　to　each　other　and　d1scuss1ng，so　I

　　f1gured　he’d　sa1d　somethmg　mterestmg，thank

　　God－I　wondered　what1t　wasP

　　　I　asked　somebody，and　they　sald，‘‘We　have　to

　　w1te　a　theme，and　hand1t　m　m　four　weeks”

　　　“A　theme　on　what？”

　　　‘‘On　what　he’s　been　ta1kmg　about　a11year”

　　　I　was　stuck　The　on1y　thmg　that　I　had　heard

　　durmgthatent1retemthat1cou1drememberwas

　　a　moment　when　there　came　th1s　upwe11mg，‘伽階

　　幽〃幽αsオ〃α刎q危o〃sαo〃s〃θ8s〃z〃幽α〃〃99oら”　　and

　　ヵ加o州〔原文イタリック体〕一1tsankbackmto

　　chaos．

　　　Th1s“stream　ofconsc1ousness’’remmded　me　of

　　a　prob1em　my　father　had　g1ven　to　me　many　years
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　　before　Hesa1d‘‘Supposesome　Mart1answere　to

　　comedowntoearth，andMart1ansneYers1ept，but

　　mstead　were　perpetua11y　act1ve　SupPose　they

　　d1dn’t　have　th1s　crazy　phenomenon　that　we　have，

　　ca11ed　s1eep　So　they　ask　you　the　questlon‘How

　　does1t伽1〔原文イタリック体〕to　go　to　s1eep？

　　What物ψ㈱〔原文イタリック体〕whenyougoto

　　s1eep？Do　your　thoughts　sudden1y　stop，or　do　they

　　mOVe1eSSω舳〃〃θ召棚SS舳㎜妙妙ゆZ棚∂〃

　　〃〃〃㎞P　How　does　the　mmd　actua11y

　　tum　of丘”　　　Feynman　’S〃κ妙　γb〃伽ノb肋〃＆

　　〃κF紗〃舳〃”

　ノーベノレ物理学賞授賞者のリチャード。ファインマン

氏の自伝的エッセーの一節である。氏がM　I　Tの学生

だった頃、人文系科目の中からやむを得ず選択したもの

のひとつである哲学の講座に関するエピソードである。

　最後の授業の日に，髭づらでかなり年輩のロビンソン

教授が例によって小さな声でぶつぶつ何か言うと，今ま

で隣り近所で話をしていた学生達が急に騒ぎだす。何か

面白いことでも言ったのだろうと辺りの者に聞くと，4

週間後にこれまで1年間しゃべってきたことについてレ

ポートを出せと言う。これまでの授業で思い出せること

といえば，「ぶつぶつぶつ意識の流れぶつぶつ」というの

を小耳にはさんだときくらいのものである氏は二の句が

継げなかった。

　氏は，この「意識の流れ」という言葉で何年も前父が

言っていたことを思い出す。眠季習慣のない火星人が地

球にやって来て，人間の「眠りにつく」という行為につ

いて，眠りにつくとはどういった感じなのか，眠りにつ

くときに何が起こるのか，思考は突然に停止するのかあ

るいはだんだんと華さが低下するのか，実際には意識は

どのようになくなるのかなど，いろいろと質問をするの

である。

　ωでは，ロビンソン教授の小さな聞き取りにくい声で

の話ぶりを，実際に聞いていたときの印象で‘‘Wugga

mugga　mugga　Wugga　Wugga　，　muggaWugga
streamofconsc1ousnessmuggawugga”などのように擬

声語を交えて表現し，また，「思考はだんだんと速さが低

下するのか」と火星人が質問する部分では，‘‘．．．do　they

move1ess　aamdd11eeessss　rraaaaappppp1ldddd吐

11m111yyWyyyWyyy械’’のように，単語をだんだんと長

く延ばして発音し，10）徐々に思考の速度が低下するの

を模した発話の様子を再現している。

　このように直接引用部においては，もとの発話を可能

な限り忠実に再現して伝達するために，話し言葉であろ
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うと書き言葉であろうと，それぞれの伝達手段の条件に

即した方法で様々な工夫が凝らされているのである。

23伝達部
　特定の発話を忠実に再現するために，直接引用部の中

でいろいろな工夫が凝らされていることは2．2で検討し

たが，直接引用部だけでは十分な再現ができないことが

多い。特に書き言葉では，話し言葉では再現可能な発話

の特性が再現不可能な場合があるなど，伝達手段の制限

が多くなる。

　直接引用部を忠実に再現する工夫として最も手軽な方

法は，伝達部に直接引用部が発話された際の状況を説明

させることである。統語的には「主語〔話者〕十伝達動

詞」の型がその原型であるが，様々な変異形がみられる。11）

231伝達部に現れる動詞の多様性
　直接話法伝達部に現われる動詞は，話し言葉では

say，askなど一部の動詞に限られるが，書き言葉ではい

わゆる「伝達」の機能を持つ動詞にとどまらず，発話時

の状況や，発話者の意図を表明するもの，聞き手に対す

る働きかけを表すもの，一連の談話を連結するものなど，

その種類は多岐にわたる。以下，伝達部に現れる動詞を

機能別に分類し，共起する副詞類にも注意を払いながら，

適宜その問題点を検討してみる。12）

a　情報伝達

　ここに分類された動詞は，直接話法引用部の情報伝達

の機能に最も重点が置かれる。直接話法伝達部の持つ機

能を㎏y＋α’とすると，13）‘α’の要素は以下で述べるb一～

e．のものに比べて最も少ない。

（1）伝達㎜omce，go，hear　mfom，obsewe，re1ate，

remark，repoれ，say，state，ten，utter，etc

　（i）に属する動詞は伝達動詞の中では最も頻度が多い。

sayなどの実例は2．2でも扱っているのでここでは省略

するが，これらのうちhearは，主語が一見直接引用部の

話者ではないように思われるので注意が必要である。

　⑫　〔禁煙に関して〕One　often加α俗，‘‘I’ve　tr1edto

　　qu1t，God　knows　how　many　t㎜es’’or“We　a11

　　havetod1eofsomethmg，”or“I　don’twanttogam

　　welght”　　　R1）（May，1983）

上の例の‘‘One　often　hears”は機能的に“Peop1e　often

Say”に近く，結果として伝達部の主語は直接引用部の話

者を表すことになる。
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（n）指示伝達　descrエbeR，putR，sayabout［of］R，ta1k

about　R，etc．（Rは指示語などのことが多い）

　ここに属するものは，直接引用部の内容が特定の分野

に関することで，いきなり直接引用部を導入しては理解

が困難であったり誤解を生じる恐れがあるため，直接話

法を導入する前に具体的に説明を加えて読者に予備知識

を与える役割を果たす。直接引用部を忠実に再現するこ

とに加えて，正確にその内容を読み手に理解させるため

の手段である。

　⑯　　To　many　peop1e，se1f－hypnos1s　sounds

　　1mposs1b1e　　but　on1y　because　the1r　v1ew　of

　　hypnos1s1s　mcorrect　They　thmk　of　hypnos1s　as　a

　　process　m　wh1ch　a　hypnot1st，usmg　spec1a1sk111s

　　and　powers，forces　h1s　subエect　to　fa11mto　a　s1eep－

　　11ke　trance　and　to　become　obed1ent　to　h1s　com－

　　mands　Actua11y，you　haYe　to　be　w111mg　to　enter

　　the　trance　　1t　can’t　be　forced　on　you　As

　　hypnos1s　researcher　Dr　Herbert　Sp1ege1　of

　　Co1umb1a　Un1vers1ty’s　Co11ege　of　Phys1c1ans　and

　　Surgeonsカ〃〃，‘‘Hypnos1s1sn’t　somethmg　a

　　hypnot1st　doesto　you　You　d01t　to　yourse1f”

　　Rり（Apri11984）

　多くの人にとって自已催眠が不可能なもののように思

えるのは，その人たちの催眠術に対する見方が不正確で

あるからに他ならない。コロンビア大学医学部で催眠術

を研究しているハーバート・シュピーゲル博士は「催眠

術というのは催眠術師がするものではない。自分で行う

ものなのだ。」と語っている，といった内容である。直接

引用部の部分だけでは分かり難いので，そのまえにその

発話者がなぜそういった発言に至るようになったかを，

具体例をもって解説し，その内容を“it”で受けて，直接引

用部を導入し，直接引用部を誤解のないように伝達する

工夫をしているわけである。

㈹主張・断定accuse，aff1m，argue，assert，assure，

c1am，conc1ude，dec1are，ms1st，Proc1a1m，Pronounce

etC．

　ここに属する動詞は，もとの発話者の強い主張や断定

を表す。直接引用部の内容も，強い語調となっているの

が普通である。

　実例はωの後半部分にあるmS1Stを参照。キクだと分

かっていながら，むりやりバラだと言わせようとしてい

る相手に対して，発話者ががんとして譲らない態度を

とっていることを伝達部が明確にしている。

㈹告白1説明adm1t，comp1am，co㎜ent，concede，

confess，conf1de，d1sc1ose，exp1am，revea1，show，etc

　㈹に属する動詞は，これまで聞き手の知識になかった

ものを話者である伝達者が与える，または聞き手が既に

持っている知識を確認するという機能を持っている。

　ω　‘Why　do　we　want　to　go　to　some　goddam　po11t1－

　　ca1d1mer洲A11endemanded　as　they　changed　m

　　the1ocker－room　for　the1r　squash　game

　　　Fredd1e　z1pped　up　the　front　of　hls　purp1e　track一

　su1t　and　patted　h1s　stomach　comfortmg1y

　‘Because　the　Pres1dent　w111be　speakmg　there

　that’s　why，’heθ妙肋〃〃，p1ckmg　up　h1s　ha1f－

　smoked　c1gar　off　the　rad1ator

　　A11en　dragged　h1mse1f　out　of　h1s　t1ght　jeans

　‘The　pres1dent　of　what？’

　　Freddle　rested　h1s　sma11head　agamst　the　meta1

　door　of　the1ocker　and　gent1y　banged1t　‘The

　Pres1dent　of　the　Umted　StatesI’

　　A11en　pu11ed　on　some　snazzy　s11k　shorts　‘No

　k1ddmg？’一Don，助㎞ゐ

兄弟で生鮮食料品の卸を経営しているフレディー（兄）

とアレン（弟）の会話である。二人でスカッシュラケッ

トを終えて，着替えのときにアレンが「なんでそんな政

治家のパーティーなんぞに行かなくちゃいけないんだ

い」と詰めよると，フレディーが「なんでって，プレジ

デントがそこで演説することになってるからさ」と説明

する。プレジデントをどこかの社長と勘違いしたアレン

が「どこのプレジデントだって？」と聞き返すと，フレ

ディーが「合衆国大統領のことさ」と答え，アレンが「冗

談だろ」と言う，といった内容である。なぜそんな場所

に行こうとしているのか見当ががつかないアレンに，フ

レディーが説明をしてやっている状況が描かれている。

（Y）応答　acknow1edge，answer，rep1y，respond，

retum，wh1sper　back　etc

　これらの動詞は，話者がだれかの質問や語りかけに答

えるときに用いられる。文脈によっては，（鋤（cf2．3．2）

のように必ずしも動詞ではなく名詞表現が用いられるこ

ともある。

⑯Ane1der1yfamerwasbroughtmtothehosp1ta1
　　because　he　appeared　confused　and　was　thought　t0

　　have　had　a　stroke　Attempt1ng　to　assess　h1s

　　menta1status，the　emergency－room　phys1c1an

　　asked，“Ifyouhave　ahmdredsheep　ma　pasture

　　and　seven　escape，how　many　w111be1eft？”
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　　　‘‘Zero，’’〃カ伽♂the　farmer

　　　‘‘No，the　answer1s　nmety－three，”sa1d　the　doc－

　　tOr．

　　　‘‘Fena，’’the　famer　qu1pped　acerb1ca1ly，“you

　　don’t　know　nothm’about　sheep　When　one　of

　　themdumbcr1ttersdec1destogo，theyα〃〔原文イ

　　タリツク体〕9o”　　”）（Jme1987）

　同書の“Laughter　theBestMed1cme’’からのものであ

る。年輩の農夫が，混乱状態で発作を起こしていたと思

われるので病院に運ばれた。彼の精神状態を調べようと，

救急処置室の医者が，「牧場に百頭の羊がいて，七頭が逃

げると，残りは何頭か」と尋ねた。農夫は「ゼロだ」と

答えるが，医者は「ちがう，答えは九十三頭だ」と言う。

「君い」農夫は鋭く切り返して，「羊のことを何にも知ら

ないんだねえ。奴らは馬鹿だから，群れのうちの一頭が

行けば，み一んな行っちまうんだよ」と言うのである。

医者の質問に対して，農夫が返答する際にrep1yが用いら

れている。

㈱　思考⑤記隠　be11e▽e，brood，muse　recan，reco11ect，

renect，remember，specu1ate，sum1se，thmk　wonder，

etC．

　上に挙げた動詞は，実際に音声として発話されたもの

ではなく，発話者の頭の中で行われた思考の過程を通常

の発話形式で表したものである。Leech（1980122）で

は，このような思考動詞を用いた直接話法と演劇の独白

（so111oquy）との類似性を指摘している。また，Leech功

αZ（1982165）などでは，直接話法の‘‘dエrectspeech”に

対して‘‘directthought’’と呼んでいる。

　⑯W00肋〃0㎞ωθ7伽0舳㈱ω〃ろθ1肋θ
　　〃肋∫励泓”〔原文イタリック体〕

　　　He　is35，with　sandy　hair，b1ue　eyes　and　an　aw－

　　shucks　grm　There1s　d1sbe11ef　m　h1s　Y01ce　as　he

　　te11s　of　beatmg　the　w1fe　he1oved，chokmg　her

　　mconsc1ous，and，at　other　tmes　pushmg　her　face

　　m　the　mud　and　ho1dmg　a　k1tchen　kmfe　to　her

　　throat　H1s　v01ce　cracks　as　he　remembers　the

　　young　ch11dren　he　adores1ook1ng　on1n　te耐or

　　　‘‘How　cou1d　I6o〔原文イタリック体〕that？”he

　　〃o〃㈱now．“Peop1e　knowme　as　agoodma肌I

　　o㎜my　busmess　I　don’t　drmk，I　don’t　smoke，I

　　don’t　chase　a比er　other　women”　　RD（Mar

　　1986）

妻に対する虐待という社会問題を取り上げている。自

分でちゃんとした事業をやっており，酒やタバコもやら

ず，真面目人問で通っている彼が，「なぜあんなことがで

きたんだろう」と自らに問いかけている。wonderを便う

ことによって，今になってみると自分のような男がどう

して妻を虐待などしたのだろうかという納得のいかない

気持ちが伝わってくるのである。

㈹　未来拘束　pred1ct　prom1se　swear，vow，etc

上に挙げた動詞はいわゆる遂行動詞（perfomatwe

verb）と呼ばれるものに属し，直接話法においては，話

者の未来を拘束するような力を持つ。prom1seなど一部

の動詞では，直接引用部内の文の主語は通例Iとなる。

　ω　After　the　recept1on　DaY1d　and　Debb1e　dro∀e　to

　　the1r　new　mob11e　home　At　the　thresho1d　Dav1d

　　looked　at　h1s　ams　“Someday　I’11car町you

　　across　these　steps，”he力〃榊浴〃　　　　RD　（Dec

　　1982）

　事故で両腕が不自由になったデェイヴィドが，デビー

との結婚披露宴の後，新居であるモービル・ホーム（ト

レーラー式の移動住宅）にやって来た。入り口のところ

でデェイヴィドが白分の不自由な両腕を見て，「いつかこ

の階段を君を抱いてのぼってやる」と約束するのである。

単にsa1dを使わずにprom1sedにすることによって，テェ

イヴィドの決意のほどと語気の強さが伝わってくるので

ある。

㈹　特定の原文の再現：comt，croon，quote，read，

reC1te　S1gn　S1ng，etC

　数字，特定の文章の一節や歌詞など，だれがいつ伝達

しても同一の内容を再現できると期待できるような場合

に用いられる。

　（8）にあるcomtの例を参照。特別な数え方をしない限

り，数はだれが数えても同じである。そのような特定の

法則や原文に従って再現することを明示する。もし

COmtの代わりにSayが用いられれは，直接引用部の内容

は必ずしも数え上げている数字ではなく，単なる無意味

な音の羅列にもなり得るのである。14）

b　発話時の状況描写

　ここでは，伝達部が直接引用部が発話されたときの話

者の状況を描写する機能を持つ場合を取り上げる。

（1）音声描写　15）babb1e　bark　be11ow，b1eat　b1ubbeら

boom，breathe，burstout，buzz，ca11（out），choke，etc

　伝達部において，直接引用部が発話される際の伝達者

の音声を描写する動詞は伝達部に現れる動詞のグループ

の中では最も多彩である。書き手が直接引用部を忠実に
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再現するために用いる状況描写の手段としてモま，最も基

本的なものであるからであろう。

　ω　Stumed　by　the　beauty　of　the1r　new　secretary，

　　two　executwes　reso1ved　to　make　her　adエustment

　　tothef1mthe1rpersona1busmess‘‘It’suptous

　　to　teach　her　the　d1fference　between　r1ght　and

　　wT0ng，”said　the　first．

　　　“Agreed，’’碗6肋㈱∂the　second　exc1ted1y

　　　“You　teach　her　what’s　r1ght’’　　RD（No▽

　　1986）

　同書の“Laughter，theBestMed1cme”からのものであ

る。新入りの美人秘書にぼう然となった二人の重役が，

彼女を白分たちの会社に慣れさせるのは自分たちの仕事

だと決め込む。「ことの善悪を彼女に教え込むこはおれた

ち次第だからな」と一人がいうと，「賛成だ，君は正しい

ほうを教えてやれよ」と，もう一人が興奮ぎみに声を荒

くするのである。‘‘exc1ted1y”とも相まって，‘‘exc1a1m’’が

話者のやる気まんまんの気持ちを生き生きと伝えてい

る。世の中の面白いことの中には，悪いことのほうが多

いのかも知れない。

　また，音声を描写する際用いられるのは語用論的に話

煮に重点をおいた「主語〔話者〕十動詞」の型だけでな

く，⑲のように話者の声の質を中心とした描写として表

現されることもある。

　⑲　‘‘Hu11o一”she　grow1ed

　　　‘‘Hu11o，”ω肋θ左加〃㈱6〃伽θooκθs加7加脇

　　め伽g加7肋〃2s左わ力御砿　Tears　bumed　her

　　eyes　agam　Her　heart　s1ammed　agamst　her　chest

　　She　covered　her　eyes　w1th　one　hand　and1eaned

　　her　forehead　aga1nst　the　coo1g1ass　of　the　s11d1ng

　　door1n　the　dark　　　　　Spencer，5抄〃〃91吻〃‘ツ

　電話のベルに起こされた彼女は「もしもし」と怒鳴る

ように電話にでると，「もしもし」という忘れようとして

も忘れられない男の声がしてきた。受話器を取り上げて

みると，相手は以前の恋人であったという場面である。

形の上では発話者の声の描写にすぎないが，文脈の展開

においては，彼女の心理状態の変化を描く上で重要な機

能を果たしている。

（11）書面　ed1tor1al1ze，mark，wr1te，etc

　直接引用部が書かれたものである場合，その旨を伝達

部で断る場合に用いる。

　（2Φ肋肋ω1肋倣惚〔原文イタリック体〕

　　　Another　reason　why　the　So▽1ets　naunt　the1r

　　presence1s　to　force　acceptance　of　the1r　r1ght　to

　cm1se　m　Scandmav1an　waters　at　w111　Nor－

　weg1ans　and　Swedes　cou1d　eventua11y　conc1ude

　that　res1stance1s　fut11e　Such　tact1cs　f1t　the　stra．

　teg1c　doctrme　of　Adm1ra1of　the　F1eet　Serge1

　Gorshkov，a　Sov1et　deputy　defense　mm1ster　The

　naW　can，Gorshkov〃〃加s，‘‘ach1eve　po11t1cal　ends

　w1thout　resortmg　to　armed　stmgg1e　mere1y　by

　threatenmgtostartm111taryoperat1ons’’一R1）

　（Apr111984）

スカンジナビア半島の諸国が，ソビエトの示威行動に

打ち勝てず，結局はソビエトの思うままになっているこ

とが述べられている。最後の部分で，ゴルシュコフが，

海軍は「軍事行動を起こすという脅威を与えることのみ

で，武力闘争に訴えることなく政治的な目的を達成する

ことができる」と書いている部分が引用されている。主

語の部分は引用符に含まれてはいないので，実際の原稿

では別の表現が行われていたことを暗示している。書き

言葉を引用する場合は，2．1で述べた「直接引用部は一字

一句同じでなければならない」という条件は忠実に守ら

れることになる。

㈹　動作　d1rect，gaze　g1ance，1eer，1ook（up），nod，

p01nt，regard，r1se，shrug，shudder　supp1y，etc

　もとの発話者が直接引用部を発話する際にとった動作

を描写する際に用いられる。

（21）‘‘We’regettmgtoyou一”Ba11eyheardamanca11，

　　and　then　he　fe1t　a　b1ast　of　fresh　a1r　Hands

　　reached　down，but　he　was　st111wedged　too　t1ght1y

　　tobepu11edfree　Thefork11fts　grow1edto11fe　and

　　the　we1ght11血ed　the　awfu1pressure　on　h1m　su吐

　　den1y　gone　As　the　s1ab　s1ow1y　rose，Ba11ey　saw　a

　　woman　who　had　been　p1med　next　to　h1m　s1t

　　stra1ght　up　and　thought　she　was　another　suIv1vor

　　　　mti1he　saw　why　she　had　moved．“The

　　woman　was　dead　her　face　was　just　g1ued　to　that

　　concrete”he8伽〃θ術“It　was　then　I　knew　how

　　1ucky　She11ey　and　I　were　to　be　a11ve”　　　RD

　　（Sept．1982）

　米国Kansas　C1tyのホテノレで起こった、渡り廊下の崩

壊事故での救出の模様を描いている。崩れた渡り廊下の

下敷きになっていたベイリーは，「さあもう大丈夫」とい

う救出隊員の声を商くと同時に，新鮮な空気が入り込ん

でくるのを感じた。両手は届いたが，体はまだしっかり

と挟まれていて，引きずり出してもらうことはできな

かった。厚い板が取り除かれ，今までベイリーの隣りで
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同じように押さえつけられていた女性がちゃんと座るの

が見えたので，彼はもうひとり生存者がいたのだと思っ

た。しかしなぜ彼女が動いたのかがやっとわかった。「そ

の女性は死んでいたんです。顔がそのコンクリートに

ぴったりとくっついていたんですよ。そのときは本当に

シェリーと私が生きているなんて幸運だったと思いまし

たよ。」とベイリーが震えながら語るのである。shudder

を使うことによって，当時の様子を振り返るベイリーの

恐怖心に満ちた話し方が伝わってくるのである。

㈹　表情　beam，br1st1e，frown，餌m，pout，s1mper，

Sm11e，Sneer，etC

　もとの発話者が直接引用部を発話する際にとった顔の

表情を描写する際に用いられる。

（22）Fredd1e　tapped　his　forehead‘What’s　w1th　Mrs

　　St1nierP’he　asked？

　　　‘Oh，she　had　a11tt1e　acc1dent　over　the　weekend

　　Got　h1t　m　the　head　by　some11ghtnmg’

　　　Freddd1e’s　huge　body　shook　w1th　stmed1augh－

　　ter．

　　　‘Hey，Fredd1e，that’snotf㎜y，’A11en加舳∂

　　　‘1’mso町，A11en　That’snotf㎜yLDon，

　　助伽ゐ

　死んだはずの父親から電話があっただの，’おかしなこ

とばかり言う秘書をめぐっての会話である。フレディが

秘書のスティムラー女史はどうかしたのかと聞く。週末

に雷に頭を打たれたのだとアレンが言うと，フレディは

大きな体を揺らせながら息を殺して笑う。そヒで，アレ

ンが「おい，フレディ，笑い事じゃないぞ」と言って，

顔をしかめるのである。fro㎜を使うことによって，アレ

ンの当惑の気持ちのこもった発話が再現されている。

（v）間合い　b1urt（out），chant　chorus，echo，repeat，

etC．

　もとの発話者が直接引用部を発話する際に，どのよう

な間合いのとり方をしたかを描写するときに用いられ

る。

　（23）‘‘So，when’s　your　big　day？”he　asked．

　　　‘‘On1y　three　months　away　The　th1rd　Saturday

　　inJme．”

　　　‘‘Ah，a　Jme　weddmg，no1ess”

　　　“Yes，we’ve　had　the　date　p1cked　out　for　a1most

　　a　year．

　　　“You　and　　　？”

　　　“Pau1H11debrandt”
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　　‘‘Pa11H11debrandt，”heκ功θα加∂thoughtfu11y，

　then　f11led　h1s　mouth　w1th　potato　sa1ad　When

　he’d　swa11owed，he　stud1ed　her　askance　“So，

　what’s　he11ke？”　　　Spencer助〃〃g肋勿〃

結婚を控えた女性が，友人の結婚式を通じて知り合っ

たある男性と，お祝いのパーティーの席での会話である。

彼女が質問に答えて白分の結婚式の日取りを教えると，

彼は今度は彼女の結婚相手の男性の名前を聞いてくる。

彼女が答えると，彼女に関心を抱き始めているその男性

は，彼女の結婚相手の男性の名前をもの思いに耽ったよ

うに繰り返し，さらにその男性のことを知りたがるので

ある。彼が“Pau1H11debrandt”と言ったときの彼の様子

や心理状況が、repeatを用いることによって浮き彫りに

され，thoughtfu11yの持つ意味が生きてくるのである。

C．話考の意図

　ここに属する動詞は，直接引用部で述べられている内

容が，その場面においてどのような語用論的意味を持つ

のかを説明する機能を持つ。

（1）同意・弁護　accept，acknow1edge，adm1t　agree，

approve，cap1tu1ate，conf1m，defend，g1ve　m，grant，

etC．

　もとの発話者が直接引用部の中で，他の発話者の発話

内容に同意したり，それを弁護したりする内容のことを

述べている場合に用いる。

　⑫φ　“E1mer　why　don’t　you　p1ay　go1f　w1th　Ted

　　anyn1oreP”asked　a　fr1end

　　　“Wou1dyoup1aygo1fwithafe11owwhomoved

　　the　ba1l　w1th　h1s　foot　when　you　weren’t　watcト

　　mgP”E1mer　asked

　　　‘‘We11，no，”α伽肋∂the　fr1end

　　　‘‘Ne1ther　w111Ted，’’rep11ed　E1mer　　〃）

　　（Dec．1982）

　同書の‘‘Laughter，theBestMed1cme”からのものであ

る。一人の友人が，「エノレマー，なんでテッドともうゴル

フをしないんだい」と聞くと，エルマーが，「人が見てい

ないときに足でボールを動かすような奴とゴルフをする

かい？」と言う。するとその友人は，「そうだね，やらな

い」とエルマーの言うことを認める。エルマーは「テッ

ドもやらないだろうよ」と応酬する。読者は前半部分で，

そういう事情があるのなら当然のことだということでエ

ルマーの言い分を認めるのである。adlm1tを用いること

によって，登場人物の友人や読者の心をエルマーの側に

引きつけておいてこそ，。実はインチキをしているのは工
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ルマーのほうだったという最後の落ちが生きてくるので

ある。

（n）反論・修正　㎜end　come　back　correct，comter，

deny，d1sagree，obエect，refuse，refute，retort，return，

etC．

　もとの発話者が直接引用部の中で，他の発話者の発話

内容に反論したり，または特定の発話の内容を修正した

りする場合に用いる。

　⑳　“Mom－You　m　the　k1tchen？”

　　　“In　the　k1tchen”she　ca11ed　back　　She　fo1ded

　　her　am1s　as　she　he1d　Ne11，s　eyes

　　　“Me　and　Todd　want　to　know　　”

　　　‘‘Todd　and　I，’’Laceyω閉θ肋6automat1ca11y　as

　　Scott　stro11ed　through　the　k1tchen　door　　She

　　watched　Ne11’s　face　c1ose1y　as　he　got　h1s　flrst1ook

　　at　the　boy　She　estmated1t　took　about　three

　　secondsfor血erea11zat1ontoc1obberh1m　overthe

　　head

　　　‘‘Todd　and　I　want　to　know　can　we　s1eep　outs1de

　　m　the　tent　tomght，and　can　Danny　and　Br1an

　　come　tooP　The1r　mom　says　okay1f　you　do

　　He11o”The1ast　word　was　d1rected　w1th　a　d1m－

　　p1ed　grin　at　Nei1．

　　　　Tumer，ハoグハわ吻F07λ肋〃s

　レイシーが自分に子供がいることを知らない二一ノレと

台所で話をしているときに，子供が帰ってくる。子供が

友達と外のテントで今晩寝てもいいかと母親の許可をと

ろうとするが，自分と自分の友人のことを“Me　and

Todd”と言っているのを，母親のレイシーが“Todd　and

I’’というふうに無意識のうちに訂正してさえぎる場面で

ある。COrreCtは直接引用部の内容を修正するのではな

く、他の話者が直前に言った内容を修正することに注意。

㈹感情：bemoanb1aze，co㎜鵬rate，enthuse，nare

f㎜e1ament，marve1，rage，re1ent，etc

　もとの発話者が直接引用部を発話する際に，どのよう

な感情の状態に陥ったかを描写する機能を持つ。

　（2⑤　They　argued　more　dumg　the　fo11owmg　week

　　than　m　a11the　tme　they’d　known　each　other

　　　Monday1twasoverthestate　ofthehousewhen

　　lacey　got　home　from　work

　　　‘‘It　1ooks　11ke　a　plgsty，”　she　ノカ〃zθ∂　as　she

　　stalked　aromd　the　fam1y　room‘‘What　d1d　you

　　do，spend　the　who1e　day　seemg　how　b1g　a　mess

　　you　cou1d　make　m　th1s　one　room？”

　　一必〃．

　仕事から帰ってみると，家の中がめちゃくちゃになっ

ているので，子供の面倒をを見ていた二一ノレに苦情を

言っている場面である。‘‘as　she　sta1ked　aromd　the

fam11yroom”の部分と相まって，f㎜eを使うことによっ

て，レイシーのいらだちようがありありと伝わってくる

のである。

㈹　態度　apo1og1ze，boast　brag，broadcast，dec1de，

dran1at1ze　e1aborate，etc

　もとの発話者が直接引用部を発話する際に，どのよう

な態度をとっていたかを描写する機能を持つ。

　⑫η　Then　sudden1y　the　motor　hes1tated，coughed

　　severa1tmes　and　then　d1ed　complete1y

　　　㎞edlate1yA11enbecametenseanda㎜10us
　　al1over　agam　‘W㌦at’s　wrong，Fat　Jackp　W㌦at’s

　　the　matter　w1th1tγ

　　　Fat　Jack　shook　his　head　m　d1sgust　and　pu11ed

　　the　starter　cord　a　few　tmes　But　the　engme

　　refused　to　start‘Guess　when　I　rocked　her　I　got　a

　　11tt1e　water　m　the　engme’he　specu1ated，p1ckmg

　　a　hammer　out　of　the　bottom　of　the　boat　between

　　h1s　f11thy　feet‘I　can　f1x1t，son　I’m　mechamca1，’

　　heろoosね∂comp1acent1y－Don，助㎞ゐ

　アレンがふとっちょの操縦するボートに乗っていると

き，ふとっちょがふざけてボートを揺らしたため，エン

ジンの中に水が入ってボートが動かなくなってしまう。

そんなとき，ふとっちょは底のほうからハンマーを取り

出して，「直せるさ，若いの。機械には強いんだ。」と悦

に入って自慢するのである。comp1aCent1yが，ふとっ

ちょが事態の重大さを把握していないことを示している

と同時に，boastが，そういった状況からは容易に抜け出

せそうにないことを暗示し，ふとっちょの自慢する言葉

を不用意に受け取ってはいられないことを表している。

d．働きかけ

　d．に属する動詞は，聞き手に何らかの形で働きかけを

行う機能，いわゆる「発話の力（111ocut1onaryforce）」

を持つ動詞である。

（1）要請・勧誘admomsh，adv1se，beg　co㎜and，

demand，encourage，p1ead，propose，suggest，urge，

Wam，etC．

　上に挙げた動詞は，直接引用部が話し相手に何かを要
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講したり勧誘したりしていることを表す機能を持ってい

る。

　（28）　Fredd1e　g1anced　down　at　the　desk　cr1t1ca11y

　　‘You　shou1d　c1ear　up　your　desk　It　a1ways1ooks

　　11ke　a　p1gsty1n　here，’heα♂〃応θ∂

　　　‘No　prob1em，Fredd1e　Don’t　touch　the　desk’

　　　　Don，助肋6

　フレディーが何か言いたそうに机をちらっと見て，「机

を整理したらどうだ。ここはいつも豚小屋みたいじゃな

いか」と注意すると，アレンが，「いいんだ，フレティー。

机には触らないでくれ」と言う。adv1sedは，フレティー

が話し相手であるアレンに何か行動を起こすように求め

たことを表すが，ここではそれが不発に終っている。

（n）質問　ask，cha11enge，demand，mqu1re　quest1on

want　to　know，etc

　これらの動詞は，直接引用部が聞き手に対して何らか

の回答や反応を期待していることを表す機能を持ってい

る。

　（29　Agroup　ofsa1esmen，strandedmamote1durmg

　　abadsnowand1cesto㎜，wonderedmpat1ent1y

　　when　they　cou1d　get　back　on　the　road　to　make

　　some　ca11s　They　gr111ed　eve町one　who　came　mto

　　the　mote1m　the　mommg，ask1ng　whether　the

　　roads　were　c1ear　enough　to　get　about　and　make

　　some　sales　They　asked　one　w1se　fe11ow，who

　　took　a　m1mte　to　answer

　　　“We11，that　depends”he　sa1d　havmg1ooked

　　over　the　assemb1y

　　　‘‘Depends　on　what？”the　sa1esmen〃α励〃ヵo

　　伽0〃．

　　　‘‘Depends　on　whether　you’re　workmg　on　sala町

　　o「co㎜1111on”　RD（March1186）

　セーノレスマンの一団が，冬の悪天候のためモーテル（自

動車旅行者用ホテル）で立ち住生し，いつになったら道

路へ戻って電話をかけられるのかとやきもきしていた。

彼らは午前中にモーテルにやってきた連中みんなに詰め

よって，道路は動き回ったり商売ができるほどきれいに

雪かきされているのかと聞いた。彼らが一人の利口者に

聞くと，彼は少しして答えた。「それができるかどうかは」

と，彼はみんなを見渡して言った。「それができるかどう

かは何なんだい」と，セールスマンたちは知りたがった。

その利口者は，「それができるかどうかは，君たちが月給

制なのか歩合給制なのかによるよ」と，したたかに答え

るのである。wanttoknowを用いることによって，単に

情報を求める内容の直接引用部に話者の焦る気持ちを映

し出し，伝達が効果的に行われている。

e　談話連結

　e．に属する動詞は，これらを含む直接話法伝達部の

「談話連結詞（d1scoursecomect1Ye）」としての機能が

最も顕著に現れる動詞群である。談話と談話を連結し，

その進行過程を明確にする働きがある。16）

（1）開始。追加　add，begm　res㎜e　staれup，tack　on，

Star仁tO　Say，etC

　新しく直接引用部を始めたり，すでに行われた引用部

分に新しく引用を追加することを明示する働きがある。

　GΦ　“Thank　you，’’she　managed　a1most　forma11y

　　and　cou1e　haveb1ttenher11p　Th1s　was　r1d1cu1ous

　　She　was　no　tongue－t1ed　teenybopper　mab1e　t0

　　dea1w1th　awkward　s1tuat1ons　Unconsc1ous1y　her

　　chm11fted　and　she　met　Torr’s　eyes　w1th　a飢1m

　　bo1dness“About　last　mght’’sheろ螂〃stem1y

　　　‘‘I　have　a　suggest1on　to　make　about1ast　mght”

　　Torr　mtempted　ca1m1y，reseatmg　hmse1f‘‘1

　　suggest　we　don’t　d1scuss1t　th1s　mommg’’

　　Krentz，σ吻㏄ツλ1伽〃6θ

　夫婦喧嘩の翌朝，妻が夫に昨晩のことについて話を持

ちかける場面である。「ゆうべのことだけど」と，妻が厳

しい口調で始めるのである。すると夫のほうが，「ゆうべ

のことで言いたいことがあるんだ」と，座りなおしなが

ら穏やかに妻をさえぎって，「今朝はもうそのことは言わ

ないことにしよう」と続ける。begmを用いることによっ

て，そこから新しい話題に移るということを示し，読者

にその心づもりをさせる効果があると同時に，その話題

の提供者を明示する働きがある。

（皿）継続　b1ast　on，contmue，go㎝，st㎜b1e　on，etc

　すでに直接話法で伝達された内容に引に続いて，同じ

発話者による発話が伝達されることを明示する働きを持

つ。

　（3カ　‘‘Th1s1s　a　very　spec1a1coffeecake，’，he　eK

　　p1a1ned　　“I　acc1denta11y　dr0Ye　by　the　bakery　th1s

　　mommg　and　there　m　the　wmdow　were　a　host　of

　　good1es　I　fe1t　th1s　was　no　acc1dent，so　I　prayed，

　　‘Lord，if　you　wmt　me　to　have　one　of　those　de1i－

　　c1ous　coffeecakes，1et　me　have　a　parkmg　p1ace

　　d1rect1y1n　front　of　the　bakery’

　　　‘‘And　sure　enough，”he60勿ヵ〃〃θ∂，‘‘the　e1ghth
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　　tme　aromd　the　b1ock，there1t　was一”　　RD

　　（Apr111984）

　少々太りぎみの同僚が，ダイエットを始めた。好きな

ケーキ屋の前を通らないように，通勤のコースを変えた

りもした。それがある日，彼が大きなコーヒーケーキを

持って仕事場へやってきた。我々はみんな彼のことを

叱ったが，彼は無邪気に，にこにこしたままだった。．

　彼の説明によると，それは特別なコーヒーケーキで，

今朝偶然そのケーキ屋の前を通りかかると，ウインドの

ところにたくさんのお菓子がある。これは偶然ではない

と思い。そのケーキ屋のまん前に駐車できるスペースが

ありますようにと祈ったというのだ。「そうしたら，案の

定，その区画を8回ほどまわったときに，そこにあった

のさ」と，彼は続けるのである。C㎝t1meは単にその発話

者の発話が続くことを示すだけではなく，その発話者が

発話に夢中になっていることを伝える働きを持ってい

る。コーヒーケーキが食べたいばっかりに，神様まで持

ち出して，自分がコーヒーケーキを買ってきた言い訳に

一生懸命であることが読んでいる者に伝わってくる。

㈹　介入　break　m，but　m，chme　m，cut　m，mterject，

1nterpose，1nterrupt，Put1n，etc

　すでに1噴調に行われつつある談話の流れの中に，別の

発話者が介入することを明示する働きがある。

　実例は⑬Φを参照。妻が昨夜の夫婦喧嘩の話題を持ち出

そうとしたところで，夫が割り込んで発話を始めている。

このような手法を取ることによって，「私にはもっとよい

考えがある」とか「こちらのほうがもっと重要だ」といっ

た発話者の心理状態までも読者に伝えることができるの

である。

㈹終了　end（up），fm1sh，pause　stop，etc

　一連の発話が終了した，あるいは一時的に終了したこ

とを明示する働きがある。

（鋤刈1en　gnmed　w町1y，as　though　he　had　been

　　puttmg　off　broaching　the　subject　h1mse1f　for　a

　　cons1derab1e　t1me　‘We11，here’s　the　thmg，’he

　　mumb1ed‘I　was　gom’to　fmd　you　a　hote1’

　　　She1ooked　at　h1m　b1ank1y

　　　‘But　then　’he　stumb1ed　on，‘then　I　f1gured　that

　　after　th1s　a血emoon　we11，I　mean　Iエust　kmd　of

　　assumed　that　we’d’　He　fe11s11ent　and　gazed

　　he1p1ess1y　mto　her　b1ue　eyes‘We11，wou1d　you

　　mmd　commg　and　staymg　w1th　meP’he伽6〃ψ

　　weak1y　　　Don，助伽ゐ

　アレンが，その女性を人魚とは知らずに自分の家に誘

う場面である。泊まるとこそがないその女性に，自分か

らそういった話題を持ち出すのをためらっていたかのよ

うに，自分がホテルを探してやるということをどうにか

告げると，人問の世界のことなど何も知らないその女性

はぽかんと彼を見ているばかり。さらに，彼は言い難そ

うに，「でもそれから…，それから昼すぎに…，いや，

ちょっと思っただけっていうことさ…」と続ける。しか

しまた黙り込んでしまうが，ついに思い切って，「あの…，

ぼくのところへ来て泊まるっていうのはどうかな」と，

小さな声ではあるが言い終わるのである。endupを用い

ることによって，その直接引用部の内容が，その発話者

が本来蕎いたかったことであり，それをやっと今言い終

えたという発話者の心情を伝えるとともに，読者には，

その発話に対する登場人物の反応を次の文脈に期待させ

る働きがある。

　以上，直接話法の伝達部に現れる動詞について，共起

している副詞にも注意を払いながら，直接引用部だけで

は不十分な伝達効果をどのように補っているのかを検討

してみた。上に挙げた動詞のすべてが直接話法の伝達部

に無条件で生起可能なわけではないが，17）伝達部に現

われ得る動詞の多様性は十分うかがい知ることができ
　18）る。

2．3．2副詞類その他

　2．3．1でもふれたように，伝達部に動詞とともに現れる

副詞類も，直接引用部を忠実に再現するために大きな役

割を果たしている。動詞だけでは発話時の状況が十分に

再現できない場合は、しばしば伝達部に様態の副詞類が

用いられる。しかし，文脈から明かな場合は単に副詞類

だけで伝達部が構成されることもある。19）

　（鋤　Lacey1ooked　up丘om　the　sofa，where　she　was

　　removmg　her　shoes　‘‘You　can’t　slt　ton1ghtP’’

　　　‘‘No，I’m　afra1d　not　Remember，I　to1d　you1ast

　　week　that二my　mece　and　her　husband　were　gomg

　　tobe　mto㎜，and　I’d　asked　themto　d1mer’’

　　　‘‘Oh，no　I　forgot，”　Lacey　s1ghed　Then，m

　　res1gnat1on，‘‘We11，I　guess　I’11エust　stay　home”

　　一Tumer，For　Now，For　A1ways

　姪とその夫が町に来ることになっており，食事に招待

するので今夜はゆっくりできないという来客の言葉に，

レイシーは，「ああ，そう，忘れてたわ」と，ため息まじ

りに言う。それから諦めたように，「じゃあ，家でおとな

しくしてることにするわ」と言うのである。in　reSig一
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nationが，彼女の落胆の様子がその発話ににじみ出てい

たことを生々しく伝えるのである。

　こういった副詞類のみによる伝達部構成は戯曲形式の

文体にも通ずるところがある。

　（34）MOZART　The　sto町1s　rea11y　amusmg　Ma〕一

　　esty　The　who1e　p1ot1s　set　m　a　　　［地gz幽Zθs

　　〔原文イタリック体〕］一in孔．．

　　　JOSEPH　［肋gθ吻〔原文イタリック体〕コ

　　　Vγhere？　Vγhere　is　it　set？

　　　MOZART　It’s　　1t’s　rather　saucy，Maエesty－

　　　　Pater　Shaffer，λ物6θ㈱

　モーツアノレトが国王ジョーゼフに現在制作中のオペラ

について説明をしている場面である。モーツアルトが，

「物語はいたって愉快なものなんですよ，陛下。筋全体

の設定は［くすくす笑う］，設定はですね…」と言うと，

ジョーゼフは「どこだ？設定はどこなんだ？」と熱心に

聞いてくるのである。モーツアノレトの思わせぶりな態度

に，いらいらしながら聞き返すジョーゼフの様子を

［Eager1yコによってうまく再現しているのである。な

お，［肋g嫁ZθS］も直接話法伝達部と機能的には同じも

のである。

　最後に，統語的にはいわゆる「主語十伝達動詞十直接

引用部」の構造ではないが，発話者よりもその発話のみ

に注目させて，そのときの状況を少しでも忠実に再現し

ようという試みがなされた例を紹介する、

　（35）The　notor1ous　cheapskate　fmauy　dec1ded　to

　　have　a　paれy　Exp1ammg　to　a　fr1end　how　to　fmd

　　h1s　apaれment　he　sa1d，‘‘Come　up　to5M　and　rmg

　　the　doorbe11with　your　e1bow．When　the　door

　　open§，push　with　your　foot．”

　　　“Why　use　my　e1bow　and　foot？”

　　　‘‘We11，9osh，”〃os伽ゆ妙，“you’renotcommg

　　empty－handed，are　you？”　　R1）（Apr111987）

　しみったれで有名な奴がとうとうパーティーをするこ

とにした。白分のアパートに来る方法をある友人に説明

するときに，「5Mの部屋のところまで来たら，ひじでド

アの呼び鈴を押してくれ。ドアが開いたら，足で押して

くれ。」と言う。その友人が「何でひじと足を使うんだい」

と聞くと，その答は，「えっ，だって，手ぶらじゃ来ない

だろうからね」であった。アパートヘの道順だけでなく，

部屋の前まで来た後のドアの開け締めに関してまで指示

されると，読者はなぜそんなことまで説明する必要があ

るのかと疑問に思い緊張するが，最後の言葉でそのし

みったれの奴のしたたかさに笑いを誘われることにな

る。ここでは，発話者は文脈から当然明かであり，まし

永　　幸 71

てや，なぜひじと足を使うのかという疑間に焦点が当て

られているため，herep11edではなく，いっそう直接引用

部が引き立つwas　the　rep1yが用いられている。これに

よってその場面での緊張したやりとりがより効果的に再

現されるのである。因みに，ここでは伝達部が直接引用

部の中に挿入されているため，後半部分を期待する読者

の緊張を高める働きをしている。20）

3．おわリに

　本稿では，直接話法が用いられる際，直接話法の要で

ある直接引用部とそれを補助する伝達部において，もと

の発話を忠実に再現するためにどのような工夫が凝らさ

れているかを，隈られた例ではあるが実例を通して検討

してきた。ある特定の話者の発話をできる限り忠実に伝

えようとするのが直接話法であることを最初に述べた

が，そのためには，直接引用部に音声上または書記上の

工夫を凝らす方法もあるが，直接引用部の性質上，必要

以上に加工することは許されない。また，その発話を忠

実に再現しようとすれば，伝達部が発話時の話者のおか

れた状況の描写に発展していくのは白然で，いきおい伝

達部の役割が大きくなるのである。書き言葉においては

特に伝達部の様相は多種多様で，従来のように「直接話

法の伝達部に現れる動詞＝伝達動詞」といったような図

式では捉えきれないのはこれまで見てきた通りである。

こういった様々な種類の伝達部と，それらの文中におけ

る生起位置との関係も含めて，語用論の立場から再検討

する必要があることを指摘して本稿を終えることにす

る。

注

1）小説などでは伝達部はしばしば省略される。Cf井上

　　（1985）

2）直接話法の伝達部には伝達動詞が含まれていること

　が当然のことのように論じられることが多いが，小

　説などでは伝達動詞のない伝達部も少なくない（Cf

　井上，1986b）。

3）詳しくは岡田（1982）を参照。

4）Li（1986）は直接話法と問接話法は証拠立て

　　（ev1dent1a1s）の形態の違いであるとし，直接話法

　のほうが忠実度が高いので証拠立ての信頼性が高い

　ことを指摘している。また，Chafe（1982）は直接話

　法を用いるということは伝達者がその伝達事項に熱
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　　中していることを表すとしている。

5）Devldson（1979）に直接引用部に関する綿密な検討

　　がみられる。

6）俳優さながらのこのような直接話法の性質を

　　W1erzb1cka（1974）は‘‘theatr1ca1feature”と呼んで

　　いる。

7）問接話法を用いた

　　（i）John　said（that）he　was　tired．

　　のような文では内容だけが問題となる。もし（i）をい

　　ろいろな感情やしくさ，語調で言ったとしてもそれ

　　は伝達者のものと思われる。このことからも（4）と（5）

　　がs〕monymousでないことがわかる（cf　L1．1986）。

8）学習英文法では，伝統的に直接話法にはsayを用い，

　　間接話法にはte11を用いるよう指導しているが，特に

　　書き言葉ではte11も直接話法伝達部に普通に現れ，伝

　　達内容だけでなく被伝達者をも重視した文脈ではむ

　　しろsayよりもte11の方がふさわしいことも多い。学

　　校などの指導現場で，直接話法におけるte11を誤りと

　　指導しているとすれば，それは行き過ぎといわざる

　　を得ないであろう。

9）このgOは，いわゆる擬声語などを導く用法。俗語で

　　はSayと同様の機能を果たす用法もある。Cf井上

　　（1984）

10）本来は‘‘do　they　m0Ye1ess　and1ess　rap1dly’’とな

　　るわけであるが，文の終わりに近づくに従って繰り

　　返される文字の数が多くなっていっていることに注

　　意。

11）一連の談話を伝達する働きを持つものを「談話連結

　　詞（d1scoursecomect1ve）」と想定すれは，直接話

　　法伝達部が文法的にも意味的にも文の中で周辺的存

　　在であるのに対して，間接話法伝達部は文の中に統

　　合された存在であるということになる。その問には

　　段階性があり，伝達部の生起位置はその指標の一つ

　　である。詳しくは井上（1986b）参照。また，Givδn

　　（1980），Mmro（1982），Ha1man＆Thompson

　　（1984），Quirk功αZ．（1985：1022－24），Li（1986）

　　などでも直接話法伝達部と直接引用部との融合度の

　　問題が取り上げられている。下の孔～i．はQuirk　θ云

　　α1．（1985）が伝達部の生起位置とその文に対する統

　　合度の段階性の関係について指摘した内容に，加筆

　　修正して例を示したものである：

　＜1ntegrated＞

　　a　力伽8α〃that　there　was　no　money

　
↑
　　b　There　was　no　money，力伽8α”

　　c　力伽sα〃that　he　had‘‘no　money”

　　　because　he　had　spent　a1工

　d　力伽∫α〃，‘‘There1s　no　money’’

　e　“There1s　no　money，”力伽sα〃

　f　“There1s　no　money，’’sα〃力伽

　9　‘‘There，’’力伽8α〃，‘‘1s　no　money

　h　‘‘There，’’sα”力伽，‘‘1s　no　mOney

　1　‘‘There1s　no　money’’

＜Per1phera1＞

12）あげてある動詞は井上（1986a）を修正の上，簡略

　　化したもの。問題の性質上，必ずしも単一の機能の

　　項目だけに属さず複数の機能の項目に属する動詞も

　　ある。伝達部における副詞の役割については改めて

　　2．3．2で取り上げる。

13）内田（1979）でも‘say＋α’という言い方が用いられて

　　いる。

14）Sadock（1969：323）は，このように意味を持たずた

　　だ音声だけを記述した直接引用部のことを“non－

　　s1gn1f1cant　quotat1on”と呼んでいる。

15）細かくみると音声描写は次のような分類も可能であ

　　る　（cf．Know1es，1987：219－20）：

　　a＜1oudness＞be11ow，mu㎜ur，mutter，roar，

　　　shout，thmder　etc

　　b　＜p1tch）＞　cry，screan1shr1ek，screech，etc

　　c＜tempo＞　draw1，snap，etc

　　d　＜v01ce　qua11ty＞　　breathe，　croak，　gasp，

　　　mumur，Purr，wh1sper，etc

　　e　＜voca1gestures＞　　be1ch，91991e，1augh　sob，

　　　etC．

　Know1esは特にh1gh　p1tched　vowe1sである／1／，

／i／の頻度の多さに言及しているが，閉鎖音と摩擦音

の多さは注目に値する。また，特に／s／で始まるもの

が多いことにも驚かされる。音声描写を表す動詞は

擬声語が中心となるため，耳に残る音が使われ易い

ためであろう。試みに手許の82の動詞を検討してみ

ると〔小数点以下は切捨て〕，

　閉鎖音を含むもの：67（81％）

　閉鎖音で始まるもの：35（42％）

　摩擦音を含むもの：36（43％）

　　〔whmper，whme，wh1sper，whoopなどの／h／

　　は除いてある〕

　摩擦音で始まるもの：27（32％）

　／s／で始まるもの：19（23％）

となり，閉鎖音と摩擦音で始まるものを合わせると，

全体の75％にもなる。なお，本文に示したもの以外

の動詞を参考のために挙げておく　chuck1e，coo，
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croak，crow，cry（out），draw1，drone，exc1a1m，

exp1ode　fa1ter，9asp，91991e，9o，9rate　gr1nd　out，

gr1t，groan，grow1，gmmb1e，grmt，gu1p　gurg1e，

h1ss，ho11er，how1，huff，mtone，keen，1augh11sp，

m1m1c，moan，mumur　mutter　pant　pomd，puff，

purr，rap　out，rasp，rave，roar，scream　screech，

shout，　shr1ek，　s1gh，　s1ng　out，　s工ngsong　　snar1，

sn1cker，sn1ff　sn1ff1e，sn1gger，snort，sob，speak　up，

　　sp1t，squeak，star1皿ner　（out），storm，stumb1e（on），

　　stutter　thmder，wa11，whimper　whme，wh1sper，

　　whoop，ye11，ye1p，etc．

16）cf注11）

17）概して，伝達動詞本来の「伝達」の機能から遠くな

　　るにつれて，言い換えると，直接話法伝達部の持つ

　　‘Say＋α’という機能のうち，‘α’の機能の割合が大き

　　くなればなるほど，伝達部の文中における生起位置

　　の制限が多くなる。cf井上（1986b）

18）その多様性は意味的・機能的な面にとどまらず，統

　　語的な面にも及んでいる。次の例では直接話法伝達

　　部の談話達結詞的性格（cf注11））がよ．く現われて

　　いる：

　　‘‘Now，Li▽，”o伽肋♂σ鮒Z2力6治，‘‘I，m　sure　we

　　don’tknowwhatyoumeanbythat，and　　we11，

　　herewe　are　at　Ha1fway　House，’’加伽閉〃閉肋刎

　　α云α肋傲伽0α∂伽0θ肋〃〃9ψあ0α伽仰”0α∂

　　肋㈱ら‘‘and　now　fo亡a　drink，eh　gir1sP’’加α〃〃

　　6加θ吻妙　　　TerワSouthem＆Mason　Hof－

　　fenberg，C6〃め

19）伝達部が副詞類のみで構成される場合，「話者十伝達

　　動詞」が省略されたものとする分析も可能だが，伝

　　達部が直接引用部に対して周辺性を高めた形として

　　理解するほうが利点が多い。cf注11）

20）直接話法の伝達部が直接引用部中に挿入される際の

　　効果について詳しくは井上（1988）を参照。
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